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本
号
は
、
昭
和
五
五
年
よ
り
本
学
で
仏
教
学
の
研
究
と
教
育
に
当
た
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
森
山
清
徹
先
生
の
古
稀
記
念
号
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
号
に
は
森
山
先
生
の
本
学
に
お
け
る
最
終
講
義
「
仏
教
学
を
学
ん
で
」
の
講
義
録
を
収
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
先
生
に

は
お
忙
し
い
中
、
講
義
録
を
ご
点
検
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
最
終
講
義
の
み
で
な
く
、
後
期
中
観
派
に
つ

い
て
、
形
象
虚
偽
論
者
ト
リ
ラ
ト
ナ
ダ
ー
サ
、
シ
ュ
バ
グ
プ
タ
、
形
象
真
実
論
者
シ
ャ
ー
キ
ャ
ブ
ッ
デ
ィ
に
焦
点
を
当
て
た
ご
研
究
の
論
文
も
頂

戴
い
た
し
ま
し
た
。
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
四
月
か
ら
五
月
に
第
一
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
年
が
明
け
て
一
月

初
旬
に
出
さ
れ
た
第
二
回
目
の
宣
言
は
、
こ
の
後
記
を
執
筆
し
て
い
る
一
月
末
に
は
ま
だ
解
除
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
感
染
防
止
の
観
点
よ
り
、
本

年
度
は
学
術
大
会
の
開
催
を
中
止
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
も
関
わ
ら
ず
、
本
号
に
は
多
数
の
研
究
成
果
を
頂
戴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
学
名
誉
教
授
の
並
川
孝
儀
先
生
か
ら

は
、
最
古
層
経
典
に
お
け
るsata
、sati
に
つ
い
て
。
本
学
教
授
の
松
永
知
海
先
生
か
ら
は
、
影
印
高
麗
版
大
蔵
経
に
つ
い
て
。
本
学
教
授
の
松

田
和
信
先
生
か
ら
は
、
不
浄
観
を
説
く
中
阿
含
経
に
つ
い
て
。
東
京
大
学
共
同
研
究
員
兼
龍
谷
大
学
非
常
勤
講
師
の
伊
藤
真
昭
先
生
か
ら
は
、
増

上
寺
学
寮
の
無
為
窟
で
学
ぶ
人
び
と
に
つ
い
て
。
大
阪
経
済
法
科
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
客
員
研
究
員
の
辻
本
俊
郎
先
生
か
ら
は
、
響
堂
山
石
刻
本

と
金
粟
山
大
蔵
経
写
本
の
『
無
量
寿
経
論
』
に
つ
い
て
。
本
学
非
常
勤
講
師
の
馬
場
久
幸
先
生
か
ら
は
、『
高
麗
国
新
雕
大
蔵
校
正
別
録
』
の

『
本
事
経
』
巻
3
に
つ
い
て
。
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
特
別
研
究
員
の
肖
越
先
生
か
ら
は
、『
無
量
寿
経
』
諸
本
の
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
。
本
学

非
常
勤
講
師
の
唐
井
隆
徳
先
生
か
ら
は
、「
触
」
と
「
受
」
の
用
法
か
ら
見
る
縁
起
説
に
つ
い
て
。
大
学
院
博
士
課
程
仏
教
学
専
攻
の
吹
田
隆
徳

氏
か
ら
は
、
般
舟
三
昧
の
原
様
相
に
つ
い
て
。
大
学
院
博
士
課
程
仏
教
学
専
攻
の
中
島
正
淳
氏
か
ら
は
、upādāna

を
め
ぐ
る
世
親
の
思
想
的
変

遷
に
つ
い
て
。
大
学
院
博
士
課
程
仏
教
学
専
攻
の
久
保
田
實
氏
か
ら
は
、
近
代
に
お
け
る
仏
教
論
議
研
究
に
つ
い
て
。
ま
た
、
法
然
仏
教
学
研
究

セ
ン
タ
ー
嘱
託
研
究
員
の
米
澤
実
江
子
先
生
か
ら
は
義
山
に
お
け
る
「
旃
陀
羅
」
の
解
釈
に
つ
い
て
の
研
究
ノ
ー
ト
、
大
学
院
博
士
課
程
仏
教
学

専
攻
の
横
田
友
教
氏
か
ら
は
鎌
倉
光
明
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
『
元
祖
大
師
五
百
五
拾
年
御
忌
規
鑑
』（
仮
題
）
の
紹
介
と
翻
刻
の
研
究
ノ
ー
ト
を
ご

投
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
上
、
最
終
講
義
録
一
本
、
論
文
十
二
本
、
研
究
ノ
ー
ト
二
本
を
収
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
寄
稿
賜
り
ま
し

た
諸
先
生
方
に
は
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
本
紀
要
へ
の
ご
投
稿
、
そ
の
他
本
会
の
活
動
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
本
誌
は
、
佛
教
大
学
よ
り
出

版
助
成
を
受
け
て
刊
行
し
て
お
り
ま
す
。
関
係
各
位
に
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
編
集
委
員
会
は
、
会
長
松
永
知
海
と
会
報
編
集
委
員
の
本
庄
良
文
・
松
田
和
信
・
田
山
令
史
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
） 

（
市
川
記
）
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号


